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1・、はじめにr

　出生時の体位は，そ弓〉串生児の母体内での発育状態を

示ずとともに，生後ゐ発育・発達，生命予後，さらに養

護基準の一つの目安として，古くから活用されている重

要な指標である。出生時体位は，多くの因子の影響を受

けることが知られており1母性保健， 小児保健の領域に

おいても重要な一っり衛生状態の指標としてΦ意味をも

って㌧「・ることも認識しておかなければならないo

　さて，11980年セごわが国の乳幼児の身体発青状態が調査

され・ その結果が出生時体位を含めて韓告費胞・その結

果に基づ亭て，響幼児発育値渉作成され，以徳10年間の

わが国φ出生時，、乳児期さらに幼児期め一つの発育状態

を示す基準値的童紫をもって倖用されう彰と陛塗？た咳

過去の乳幼児身体発育調査岸よる結果との比較では種々

の所見がみられるカ＝1》，そめ｝つとしで，出生時体位が

1970年調査結果とほとんど差がなかったことがあげられ

為。とり≧うな結畢が生じた理由について考察を加之る

ことは1・今後の母子保健活動の実際，特に，妊産婦に対

する保健管理，新生児医療保健に関して何らかの方向性

を示してくれることになろうかと考える。この見地か

ら，都内一施設における出生時体位にづいて，ユ970年と

1980年との間で比較検討し，それが導かれた誘因につい

て考察してみることにした5

　これらめ出生例にづし・てド母の年齢。体格・準娠期間

中の疾病異常・揖生時の状況・胎盤重量・妊娠期間・母

産回数などを，出生時体位との関係を検討する嗣子とし

て，産科記鉦より謀用した。 ま丸，1出蛋時体位につ転～て

は， 体重乙身長兜駒囲翠ぴ頭囲の各夕酢っいで計淘記録

まり採用した訟淑r蘭と囎に？“ては次呼雛

するQ

皿結果

　」ゼ年次別にみた母Φ実態r

（1）．年齢．』、

年疎別の平均年齢をち表1に示した如ぐ，一90年群が約

i儲く（P＜α鋤その分布繭年親柳噸麟

胤勢魎 その占め廻餌7・鱗が畔群蹴し∫
やや多V塚悸葦，13q歳以上は，マ0年群男児3づ：4彩1女児

32i－ ％に対しで80年群で獄それぞれ45．2影ξ4＄ 要彩占塗

っておう80年群の母が高齢傾向になってい為こと参わ浄

為。．．

　表工 ’対象及び諸平均値　　1　　　、 ㌧

70年　群 ・80年群　’

騨li掛 3211≠ヒ431

3125士419r
3203士418
3119土415

49．9±1．9

49．3土2．0、

49，6土1，8

二49．1士1．9．

五対象及び方法

　愛育病幌彦科に諮ける1969～70年の出生例と1979～80

年ゐ出生例を対象とし，出生時体位に影響を及ぼしてい

ると考齢泌疾麟常のあ魏の・鍬’妊励週未
満の出生例・父母が 日本人でないもの，を除いた。1969

～70年出生例（以下，70年群とず為）は男児989例・女

児837例，1979～80年出生例（以下，80年群〉はそれぞ

れ591例と587例である。

妊娠』期間　391士1・7　392土11 6

母1めr年齢　　28、6±3．7　29・4±3・4
』1非妊 時俸重’　48，3土5・7　　49・4士5臼71

身・』・ 』長　　 1脇9士4』8　　1157・0」＝4・6

子 宮 底 畏　　32，7±2，3　』33・6士2・2

胎盤重量　 583＝L108r　
587

士100’

対　象　数
　　　　（男）
　　　　（女）

1826

989
837

・11178

591

　587・

一71一
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（2）体格
　体格の指標として，身長及び非妊時体重を採用した。

表2　母の年齢と平均身長・初産の割合

なお・縫嬢ついて購回の鰍脚娠前り蠣を非，
妊時体璽とした。身長及び体重ゐ詑録ああ畜ものは，7α

年群1482例（8L2％）’80年群・・75例一（9％紛吻為・」

それぞれの宰均値は表1の如くで， 身長及び体重と’もに

80年群顔大き恥（ηく0、0真）。

　身財16q1ρ嚇獅⑫嘩遍告興郵79轄男
児74・8％・女児76・2％・30年群がそれぞれ69．4落と66，4

％となっており，体重50，留9未満では70年群男児62．6％

マ女児63吻8q鱗鷲男児35・多弩，9蝿1錫≧・

僻？小さいも餌讐雑勉ら1
』

シ．鼎
（3） 経産回教

二罐φ齢は・’70轄男鵬3驚1幽鋤％，8・年

群男児5期堕壕4咄で・．寧嘩雛即鱗男
彫7％？・女彫2饗型⑱鰐⑩そ酵抑』・
％とi．㌘露となって“る乙

（4）産科学的状態

（a）妊娠期間

　両年次群の妊娠期間は，70年群39ユ±1．7週づ80牢群

は39・2％土1・6週で・全く齢な㌧・踏妊娠騨（週

齢）別の分布状況は，70年群では39週が最も多く’29，1％

であるのに対して ，8Q年群で嫡40週が最も多く26．2％とr

なって唾そ鱒騨の齢晦轍群間に遡塘
（ヤ）、子寧弊、

・・ 聯師轡群吻差賄鰭（Pく⑩）瑠
顔確1窒聯・，7P年聯鉦213厩・β（聯33・G、

坪惣と細塑瀞卑㍗複1
（cy胎盤重愛

　胎児発育に重要な役割を果す胎盤重量については70年

群と80年群との間に全く差がな㌧送し・う結果渉得ら・れ

た・すなわもL70年群は鵬士・募083と80年群は587±

10位舞触∫いる・

（5）母め年齢・身長・経産向数あ関係・．

　年馨劉㌘讐齢別平均牙長≧塑牽の占める割合を寒2

に・二同じく身撮別平均年齢を表3に， 経産回数別平均年

齢を表姦蚕奉ヤた亀そり綜馨孔ほとんどの年齢で70年群

に比』～§0年群の平均身鼻が大きく，初産の占ある割合

は305β9歳においてε0年群が多い（Pく0．01〉。 身長工65．

q～169・9卯の母の年齢は80年群が70年群のそ塵を2・3歳

上廻ぢズ薫Nび（Pく0．01）る他の身長群においても80年群

の年齢が高σ梛有意差豫ない。

縫回凋の平塀鰍外て8・鱗⇒；麟特吻

難繍轡みら騨産麹間嗜轍があ

讐瞬人数

～19

20～24

25～29

歳

30～34＊

35～39率

40～44

45～

70
80

70
80

，70
80

70
80

70
80

70
80

70、
80

　身長（傭）　初産
　　　　　　　　（％）
．平均値（標準偏差）

　3

　1

工43
71

810
545

408
470

工01
80

12

　7

　1

152，3
工59．0

157．1
157．9

工56．1

157．3

155．5
156、6

工54．6

156．2

155．0
151．9

152．0

（7．1）　66．7

（一）　　100．0

（4．7）　89．6
（4，6）　　　　88，7

（4，8）　　　　55．4

（4．5）　59．6

／113　　　　20。2
　　　　34．6

∈　4．3）　　　　22．4
　4．5）　　　　35．8
！夢18 』 義蓼：1

モ：／　：

＊Pくα01

』．表3　母の身長と年齢、との関孫

r身 長区 分ri’年次群

～139．9

140．0～144『9

・二『145・0～149・、9・

150，0～154．9

155・0～159・9、

160，0～164．9

傭

165・O㌣169‘9＊「

170．0～

70

、80

．70
80

70
80

70

、80．

70
80

∵70・

80、

70
80

70』
80

人数

　　1
　　0，

i1ぎ・

　器
二’ 1
霧

’
書碁塁

ll

　　竃

平均年齢

　35，0一

r28。7，∫

、鯵ρ・

ち、28・ケ．

二30’7、・

∫29乙1・を

．23，4

29』5．

｝28．3、こ

．28．9

26，8
29iユ　

’・2815　’

・26、5

．＊ （Pく0，01）

表4 経産回数と母の年齢

雛磁1年次副人 数　 平均年齢

0回＊
70 ε56人1『 、．　一

2ら．

1回．

ハ』21

3回

80

70

．8q

7q・
80

70

80・

584　　　　28．4

〉7291 　　　　 ’29．5『’r

、455： 　、 r霞Q？11

・210　　　　　・31．・3　

122　ゴ　　　　　31ゴ5

』33　一 　　　？　”33．5

　12 』・’、　　、…34」2・．＝

1ボロ〈0101』

一72一
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表5　出生体重分布 表7　母の年齢別出生体重・・

　　　9
　～1499
1500γゴ999

2P・0塑99
2500惇β999

3000～3499

3500～3999

．4000～4499

4500～ゴ　1

70年群
男

人・（％）

4（0．4）

G（o』β）

36 （3．6）

236（2319〉

4％（4ス9）

204（20，6）

27く2． 7）

2く0．2）

女

2（q．2）

7、‘o』8）

35（4。2）

26q！鐙）
388（4614）

127（15．2）

17（2．0）

1＜0』1）

80 ・年・群”

男

1 （0，2）

β（0，5）

1g （3．2）

154（26．1）

27‡（45．9）

12？（21．5）

14 （2，4）

2（0．3〉

女1

i（0。2）

「8（1・4）

31（5．・3）

1串2（31。o）

2ブ2（46，3）

83（14，1）

10（1，7）

　0（一）

計Ig弓9（・・帥37ゆ・）159・（・…①宰7（・・α・）

鵜、．講l！．議難

．・

衷6　妊娠期間別出生体重

瞭、伽、数i議嚢例数議塁

週 人 9 人 9
27～36

39 2445 603 24 2501 513

37 70 3025 ，、375 31 2921 412

38 198 3131 372
工29

3123 30

男
39　卜 3σ

0ゴ　324
386 ’151 3130 33

イ
40 25 a318 363 135 3385 373

41． 93・
3363 373 89 3362 410

42 32 3409 512 32 3466 3＄5

27～36
311 12314 568 24 2422 444

3？ 35r 29D8 436 39 2802 35

38 141
・　13065

363 86 3006 385

女 39 234
　』3156

375 149 3102
・364

40一 23 3218 341 173 323 365

41 120 3231 407 84 3294 358

42r
39一 3136

！ド，　．㌧

89 32 3293 、、147』

女

・
ん』 9

20～24

25㌧29
30砧’ 4
35』｝39

40ヘン44

45～

～19

20～24

25～29

30ん34

35帝39

40～44

45γ

人　　 9
2　　3151・

93　：・31561 ｝

534二　　 3195∵
292 　〔 3244

93　　3252

5　 3551∫11

　　　一　　　　β　　』　　、　　　　

182

402

』416
r451

471

マ0

r工　・3379

80瓦・3108、1

482　　一
3094

204　3193・・
62　’一 3137

8　　3358

’・
92

405

428

［490

506

人 三

36　　　319D　　　395
　　　　i
288』　　3209　　　38
2、932、31448
　　　　143　　　　3139　　　494

4　　　　328工　　　175

ユ　247ρi一

工　
3682

35　』36081362
258　　　3116　　　391

252 　　3工36・　444

38　　　3115　　　424

33008378

　2，出生体重について
（真）・分布

　表5に出生体重の分布を示す。70年群と80年群とめ間

には目立った差は認めることができない。両年次群にお

rいて，3000和3499野が疲む多くlr1その差は顕著・でなな

い。』低出生体重児の出生は，70年群男児46例 く4・6％）・

♪・．女児鼻例（5。2％），80年群男児23例（ 3，9％）＝、。 女児

40例C6’9％）』と1』やφ8σ年群に多いが』有意差ば認め

・られないムま1た1 』二40002以上の割合も殆んど差がな喝・。

⑫）で妊娠期間別出生体重　 　『㌦

「表6に妊娠期聞別め出生体重φ平均値を示した。当然

妊娠期間が長ぐなる1にづれそ出生体重は大ぎくなる傾向

はみられるカ㍉70年群と80年群との問には著明な差を認

表 8　母の身喪勃串生体重1

母獄次1 70年群
贈輌倒 羅

　　・ 伽人 》
』9

　樟13＄9、一　』一
　140，0～　15戸’3187

　145ド0γ　　　50　　
3047

勇ヌ5α0～260・ll・3184
　155．0～　　2㌘0　　　　3250　・

　160‘Q㌣174ゴン
　165．0曽　23 3431

　 170．0～　　　　2　　　　3089

　80年群
　　　　　　　　標準数1平麓
　　　　偏差＝

394

426

411

393

473

437『
93

三

　3　　　　297　　　　335

12、　　　3266　　　34

43113169412

雛iヨii／

11 1 』

1・副 11 21脳 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

　　2744　253
　145，0～　　　45　　　　2850

　150．0～　　222　　　　3092
女
　155．0～　　257　　　　3153

　160．0～　　 152　　　　3246

　工65．0～　　　14　　　
3176

　170，0～　　　一　　　　　　一

518

395

372

398

504

21　　　　3034　　　387

　　　　1、144 』．31；7　374
218 3151　　　408

171∫　．3093　　
462

23　　．、 3209．　、386

2 1＄2061 窄23

めな㌔｛ず

（3）’母め条件と出生体重　　r　　1　 　㌦、　 ㌧

（a）母の年齢との関係

母の年齢別出生体重の平均値を表7に示した』40歳以

上の群を除けば1他の年齢別の出生体重には差はな｝く・

70年群及び80年群の間にも著明な差は認められない5’lli

（b〉一ご母の体格との関係

一73・一
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衷9母の非妊時体重別串生体重

　　　　、／』lilil、萎／，／難
　　㌣39，9

　40．0～
男　45・磐

　50，0～
　55．0～　　　　　88　　　　　　 ．3361r つ7440　3244

554

　60，、0～　　　　　　　 蔓27374341⑳』3妊01436　　　　　1ユ

表10　経産回数別出生体重

女

～き9．19

40．0～

45・ q～

50．0～

55乳0㌣

60・q㌻

　　　　　　　1　　　　1　　2950’『』412　　10　　　2835　　　307
14

　　
3。53 銘邸I　l73

　　、3。85 3913β1、1瀞
lll

工39

11、r鴛。ll瀦…熱ll

471、32・6覗・8！珊2941

髭　回数

年 次 　70年 群 一　80年群
．國平均値1離、叫平均値1離

　　、0回、

　　1　

、男』2・
　　β』㌧ T
　

51

　42多1

』”4・1一

　1122

　124

　孔

　3128
』3273

　き309

、ll3q94

　3工β0
3648

　　　　　1433312　、孕糊382409
r2‡6　、3230、456

462
57． 知6㌔適7

508
4　　． 弧

一　
1』

3368．一
　．』’1』』き0721

　　・・422レ3・68

女透、r 311ド翻

　 3　g卜繍
　　4　　　工　　4410

　　5　　　　　　　一

416 272

42240
「、351　65

265　ε

　一　　2

、3067　F． 398

3150　　〔 1426

3215　435
3154　326
3177、　356

表1ゴ二母の年綱身劒腱回劒畑生体董9）

　　（倶し，妊娠期間37～41週Qみ） 、、 （・）例数

初
経

破　　母身長伽
　　　70．r
丁

年 群 80
年　　　群

産
母年齢

・5・・p叫gI ・55・・㌻・5軌gi・661r 一細・5②1・軸lgl・55』φ一・5♀』gl・6・1』b一・64・9

男

初

20～24歳25～29

30～34

3078（13）

圏
3114（18）1

瑠1
3230（20）3321（40）

0貧6（豊）

2902（8）3204（45）3090（字6）

3227（8－）

3134（63）

鋤5（23）

3138（9）3252（47）3144（21）

1N
20胆24f
厨）29

0萄34

』3611（2、）
3208（55）、’3205（81）

、

一2892（2）
3316 （6Q）

3真4’（39）

3080（4）3481（41）・

3孚5（鍛）・

一3175（24）3335（33） 一3273（29）3347（3耳）

4100（1）3187』（24）3248（20）

女

初
20僧鍛

30㌧34

3美40（16）∫
3026（74）3σ15（6）

3232 （25）

馨1雛3

3061（16）3248（48）

145（7）、

3324ぐ5》3000（26）2969（16）
3003（11）3091（46）

3203（25）

3050（8）3124（4す）3096（24）

1回経

20～24
25有》29 ．難饗 2703（2）117 〈50）．

298（24）

　一

39（22）

一1綴甥・
2975（3）3254（32）

3223（42）

一脇1甥

・表8及び表9は母φ体格と出生体重との関係を示した

もので・1前者は身長別出生体重の平均値，後者は非妊時

聯生鱒の平饗蛎しち・紬に母の体格漱きく

騒に餌て・弊煙の平聰黙ぎくなる6、また・
70年群と8σ年群との間では，同一身長または同一体垂に

おいては，70年群力茎80年群を上廻っている。この傾向は，

母の身長との関係については女児の方に，母の非妊時体

重との闘係に関しては男児により 目立っo

’（弓）

経産回数との関係

．経産回数が2／回集では∫；、出産回数が増えるに・？れて1

出生体寵は大ぎぐなるがジ3回以上になるとこの傾向は

みられない。この点については表佃に示し1た67Q年群と

80年群との問に幡同一経産回数別の出生体重の平均値

には舞は認南られない。

（d） 特定群の出生体重につ粧て

　上記の要因のなかからp・母Φ年齢力；20費34歳，，．身長

150．0～工64．9β解，初産と1匝1縫のものを抽出して，、各

年齢別身長別に出生体重の平均値を求めた。、そQ結果は
表11に示した如く，「r同ウ年齢群では身長が大遂・ぐなるに

つれて出生体重も増えてくるがジ同｝身艮群瞠裳げる年

齢別の出生体重には一定の関係を認めるこ≧がでぎな

い。また， 70年群鎚麟と醐瞠棚確な関馳認あ
1な恥oな1お，こ れは狂嬢期間鉱㌣祖週の出生例に？いて

橡討し潅。
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（4）出生体重め年次群別平均値　．

　これまでにみてきたように・出生体露の分布・妊娠期

問別・母の身長別・母の体重別r・経産回数別の出生体重

の平均値において，年次群別に大差を認められない。表

1に示した如くレ全体的にみた出生体重はiマ0隼群男児

3211士 4313p女児3125土 419翫80年群ではそれぞれ

3203±4189と3119土4153と差は認められない。・

、3、．出生時身長について

（1〉 年次群別の出生時身畏

　表1に示したよ、うに70年群と80年群の平均出生時身長

は」70年群男児49．9±1． 9㎝・女児49．3士2、0吻，80年

群男児4956士1、8伽・女児494土1、9紹となっており』

両年次群に差はない。

③．妊娠期間との関係　

　妊娠42週以上を除いて・男女とも妊娠期間が長くなる

にっれて出生時身長は大きくなる。・70年群と80年群との

問に、事いてはゴ妊娠37週で男児がゼまた妊妊39週で男家

児がそれぞれ7（陣群の身長が有意くP＜0，01）に大き

いo他の週齢においては有意差を認め得ないが，70年群

が上廻っている平均値が求められてい為oなお，、娃娠碑

週以上では70年群において妊娠41週の平均値より小さい

　表i2妊娠期間別出生時身長（彪）

表13母の身長別出生時身長 1（碗）

慕瞬轟粛腱．編藩
　　一～ユ39．9㎝∫

r140．0～144，9＊5　5

二145．｛）心149．壁　　50

男15α0～1騒9L258｝

155．0γ159．9承　269

　160．0～164． 9＊　173

16閃γ16騨1・蹴
170，0㌻　　　　　　　　2　、

　　｝　　 一1 一　　　　』一　　 一
　48．8 1。9 「3　　49，92．6

　48．9　2．4　　12　　　49．7　2，0

：　、49，17　1，8’178　　　49，4　1，8

　50．111．7211　　49．5工．9
・　　50．4　2．0　150　　　　50．0 工．7

』　1・8 27　4島9L7
　50， 81，1　　2　　 50，7α1

1瞭載益．1等論難
　　20

乙

1．7 　∫31　＝ 48．3

11．7　　126”49．1

1．7 工51　 49．4　』

ユ．6　135　 50． 4

工．5　　　88　　50．3

工．9　 　32　　50．7

～139．9c濯 1こ　47．6・ 一 一 一
140．0㌻144．9 5こ　48．2・0，8 5 48．1 1．4

145．O乍149．9多 45　　47．9．2．5
21

48．4 1．9

女
150．0～154．9＊ 222・　49r2 2．0

144 ’48．9 工．9

155．O～159．9 25　　　49．4 1．7
217 49．2 2．0

160．0～164．9都 151　　49．9 1．7
166

49．1 1．9

165，O～1699 ・14 49，84．8
123

49．4 1．7

170．0～ 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一
2 50．6 0．1

（＊P＜0．61）

男

、女

㍉　

表14母6年齢別出生時身畏（儒）

～36週

37＊

、381．

、39＊

40

41

姐～

34

70　48．8・

195　　 49．4

299．49，8

255　、50♂4

93　5工．0

32　50．9

触36、　29・
137

1、35479
38’，14エ48・8
39＊　　　　234　　 49．3

40　　．　233　　49．7

、4㌧』1185α2
42　　き9 49，β

　　　．19
　1．8 ・39　　　　　4757
　1．6　　86，48．・5

．』1・6・ 149
　　　　　48．8
、工．6　172　　　　　49．6
　　　　』、49，9．1．7　84

　2．3　32　　　　　5013

1．8

1．4

1臼5．

1．8

1』8

1．7

1． 8
L6．

、1．7

ユ．7

エ18

』2，0

、〈＊、pく0［01）』、　（36週以下は算出せず）

　　　　　　70年群　　80年群
　　　　　　　　　　　　　　　　標準　　　　　数1魎値1羅剛平縮
　　　　　　　　　　　　　　　　 偏差

男

女

　7真9聯 2　49・21・ユ｝
20～24　　　92　　 49．8　　　1．7，　36

25～29、5＄0 4992・0284
［＄σ塑』288　螂L9216

・ii劃糊禦
』1

19．

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～1

　　50．5
80 　　49．4　　1

479　　　　49．2　　　1

202　　49．5　 2

62　　49．0　2

　7　　50．0　1

50，1．．

49・6

．夢6r
49．5㌔

49。し．L2

4⑧。ド

　　1

1．8

11，9

1．8

2，0

　1　　51．7
33『 4819

257　　　　49． 0

250　　49．1
37

　49．3

　3　　48，7

工6

1，9

1，9

2，3

1．9

のに対して・80年群では逆にそれより大きいこ1とが異な

る点の｛つである。道れについては表12に示すb ン

（3）こ・母の条件乏の関係

（a）：一、1母の身長との関係

、母の身長と出生時身長との関係を表13に示す。 母の身

（＊ ＝P＜6．01）

＼　　　　　 ・　　　■　　 　　　　 　』　　　　 　r　・　　　　 　　』・、

長が大きぐなるにつれて，出生時身長は大き：くなる傾向

カーみられるも70年群と80年群との間にみ られる差は～1母

身長が1150・0㎝未満では80年群の方が．大ぎく・7、（P＜

，001），150．0㎝以上においては70年群の方が大き魅と・い

う点で勘り，，男児ではその傾向はよ一り著明である6』：’1

一75一



乙日本緯合愛育研究所紀要 1第18集

表15経産回数別出生時身長11（吻）』．、

男

　》凹
』1寧

．2．

4乙昼

り408

21i

　　　“ピ．1

f－49．9

　　50． 1

工、ソ　6リヒ》、，
　11．9214

』9　57

　．‘，4げ，り

『

遂9，51

49． 一9、〆

↓、♂

2．0

2．0

．3、脊 ろ二22
、

．49． 6 2．望弐　4 ．．、

コ48．r8／ 』1．0

、4． 』ミ1 50．・2 ご　・1
，

i50．「2

．5－f） ’罰 2．一”　50．ρ 0．ヒ7三　1
．、

49．戸9

㌧喫次 1数議、

　　　　　　1　　・0回　　　 424・　一一　49・7

　　　80年群

　　数1平樺羅
■9監306，胤f496117

　　　茎瓠．1蹴瓢 4駄f－1：1

女 伊8814％265、一且・
　　 ，3．〔gl〕4％ 、　8、　 、．6
　　

．4、P㎏と、 】53』6 　．2．14歌gl、。．6

　　　51一　　一　法一・ 〒／・一

　　』、r： ・　　 べ：1　』』『　㌧『ン 　　　一1底　口．～欠’ゴ ’ 』

、．
b）r．母の年齢との関係．1　1 ド 』ヒ！、il； 「

　・表14に母の年齢別の出生時身長を示す。こ母の年齢と出

生時身長との問には明確な関係をみることができない。

また，70年群と80年群との差は，r 者力；やや後者を上廻

っているが・多く磐聯聾智鮪意孝聯る尊と
ができない。

（c）経産回数との関係

　攣曜脚騨紛出生舛おい∫は・蹴が増す
につれて出生時身長は大きくなる愼向がみられる。70年

群と80年群との間では∫ 全ての経産回数におい七70年群

猷き竪こ漢晒て瞬15瞬す・一

1 1串生壁酢位， 詩に，1串生体寧な出生卑の成題の指標

璽「づ孝瀬るとξも階死．1胎項塑‘おけ冷母体または胎児

』璽馨生レち謡瑛聾，母倭や脂帰が有している諸要犀の影

響を受ゆ委 ので， 出生時体位を年次的に検討すること

は・そ胞ぞれの年次kおけ苓母子保健の状渥物母体（女

鱒の糟の検終？夢ザ1 岬雑・馳鰹上の
鯵な髄濃艇頑織、
ドほ 　　コじプほへ　　　　りリン

　．iIV’し考・ 察罵

　　　，　．F．r　　　　　　い　　　　　、　．

一出生時体位，特に出生体重は出生児の成熟度の指標の

』つとなるとともにシ月台児期における母体ま牟は胎児に

発生した諸事態，母体や胎児が有している諸要因の影響

1も受けろのオでぬ茸｝生時体位を年次的に検討すること セ象，、

ミそれぞれの年次における母子保健の状況，』母体（女性）

1の実態の検討にづな力鋤ジ翔、児保健1』母性保健上の重要

・な情報を提洪して亙・＝る㍗す lン㌧『．

　出生時体泣罵闘する年別差異について は，・G＝uenwa夏d

ら3》・船川ら・4》の報告による1と1・出生体重は1945～46
1集，1 1957ん58年お．よび1963～64年と頓次大き、くなっ、てい

』るすとがわがる。”ごれは日本と欧米の出生例について検

討されているカ～， ｝在胎期間嫁全ぐ差が認められないにも

、拘らず，1』出生体重が漸増して凝る ことばこ れらの時代が

むっ社会的条件が大きな要因として影響しているごと が

　わかる零．㌔l　f＼』
．［、

「、、 ぎ 、r ギ：’

　1970年から1980年におけるわが園め社会情勢も，今回

ここに示したような出生時体位をもたら二したわけであ

る。 197σ年頃ぱ，おが国ばま 葦経済状態は高成畏時代に

あらだわけで，∫1986年頃の低成長時代とな梯相を異にし

ているるこめ間，・・出生数は減少し∫出生率は低下してい

る。特に，東京は高出生率地域から低出生率地域に推移

し，愛育病院の出生数は諸々の事情はあ6たものの，180

年群はゆ年群φ64．5％にすぎず1 朋らかに減少してい
るじ こ の出生数の減少は第江子め割合を相対的に大ぎな

一もめ『として潟り， 対象例においても明白な事実である。、

　ま』た，1母の年齢にづい淀も10年前とめ間に興味ある結

果示みられる。すなわち，母め年齢の平均値は約1歳高・

くなり，・初産の年齢が約 1溶歳高 くながでいる。．女性の

商学座化と雄会への進出め増加に伴な喝寸結婚年齢渉高

くなったこと力監誘困でみ為φ 、1 一、、

　母の体降に？いても10年肺と酵〉間解差異掌み季ごどが

でき1身長及び非妊時体位とも70牟群よりε0年群が有意

獣き露漁に脚寓全動女性ゆ》て幽卑
ることで・同年齢Q女性の体位は国民栄養調査騎こよっ

ても大きい ことが示されている。．と1・

　、ごめような事態が1970年と1980年の間に生じているわ

けであるが，・ これが出生時体位に及ぼず条件を少し考察

しゼみたいピまず∫母の年齢ゼ疹るが宍かって筆者め一

締野ら鱒調べた課胴概ζ母鉾齢鯵鰐ぎ
たり高齢である場合にば出生体重はノ」ドさくなる之』とが乳．

今回の結果にも明らかに示されてい為。㌃また劉母り体柊．

も出生体重に影響を与え為因子｝でン体絡が大き“ほど出

生体重は大ぎいこと爵 高野ぢ7》〆神岡8玉，r山梨9め調査

結果と同様である。』それ故，母め身畏廣向一群におげる

7・年群の麟雌細轄嶋よ1準廻っズいるこ

鵬・・年脚吻体轡鰯潮塵とに旗て母
の体齢緯 く．奉？鰯煙貯の辮煙無く
て，80年群の出生時体位を大きくするに至ぢ濠疹うたこ

とを示唆してい：るといえるδ 惑∫．1ン躯、1 ’こ，1』、海．．．，

　 その他の因子と恩われる ものがレ母の高齢化之初産の

増加という因子であるoすなわちテ13b歳以壬二り初産の’占

める割合が80年群に有意に多かっ旋と乏が～：．！母の体格の

向上による出生体重の向上を阻止し淀ととと思われ’るQ
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しかし，高年初産が70年群に比して80年群が多いにも拘

らず，わが国の低出生体重児の発生の低下をもたらして

いることは，母性保健の向上，栄養状態の向上が誘因に

なっていることは否定できない。

　出生時身畏は出生体重と同様多くの因字の影響を受け

ていることがわかる。しかし，出生体重に比して計測上

の間題があることから，成熟度の判定，発育発達や生命

予後，養護の目安などの指標には出生体重を用い，保健

上の指標には出生体重の方が有効であることを示してい

るQ

V　結　論

　1969～70年（70年群）と1979～80年（80年群）の出生

例を対象に出生時体位のうち，体重と身長について比較

検討を行った。

　両年次群聞に出生体重及び身長ともに著明な差を認め

ることがでぎなかった。妃娠期間，胎盤重量は両年次群

間に差はなかったが，母の年齢，体絡，子宮底高では70

年群に比して80年群が大きく，これらには有意差を認め

た。しかし，30歳以上の初産の割合は有意に80年群が多

く，これが出生体重及び身長の差が生じなかった一つの

原因となっていると思われるo

　なお，わが国の出生時体位（体重と身長に限って）の

限界となった思われる要因は認められな㌧・o
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